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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
令
和
４
年
の
新
春
を
、

希
望
と
期
待
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
拝

察
い
た
し
、
こ
こ
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
は
、
延
期
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手
団
の
活
躍

な
ど
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
反
面
、
長
引
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
頻
発
し
、
少
な
か
ら
ず
皆
さ
ん
の
生
活
、
日

本
の
経
済
活
動
へ
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
言
う
思
い
で
、
西
村
組
職
域
接
種

の
実
施
へ
向
け
て
多
く
の
役
職
員
の
協
力
を
得

て
計
画
や
準
備
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
な
ん

と
か
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
従
業
員
の

皆
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
国
内
の
総
人
口
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
率
は
78
％
を
超
え
、
日
々
の
感
染
者
数
も

減
少
し
好
転
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

に
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
新
種
ウ
イ
ル
ス
が

登
場
し
、
感
染
の
波
に
右
往
左
往
さ
せ
ら
れ
て

多
く
の
人
々
に
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
内
閣
府
は
「
日
本
再
興
戦
略
２

０
１
６
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
５
年
前
に
公
表
さ

れ
た
も
の
で
、
一
読
さ
れ
た
方
も
多
い
と
は
思
い

ま
す
。
こ
の
中
で
、
第
４
次
産
業
革
命
に
つ
い
て

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
４
次
産

業
革
命
と
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
人
工

知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
産

業
や
社
会
構
造
の
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
よ
り
前
に
は
、
国
土
交
通
省
が
建
設

現
場
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た

i-Construction

（
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
る
と
の
発
表
が
あ
り
、

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
測
量
・

設
計
か
ら
、
施
工
、
さ
ら
に
管
理
に
い
た
る
全
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
情
報
化
を
前
提
と
し
た
新
基

準
を
導
入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

３
Ｄ
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
情
報

化
施
工
や
、
構
造
物
の
３
次
元
モ
デ
ル
を
使
っ
て

設
計
・
施
工
を
行
う
Ｃ
Ｉ
Ｍ
、ド
ロ
ー
ン（
無
人
機
）

や
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
構
造
物
の
点
検
・
補
修
な

ど
、
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
関
連
の

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
技
術
へ
の
導
入
や
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
技
術
を
統
合
し
たi-Construction

を
推
進
す

る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
技
能
労
働
者
一
人
当
た

り
の
生
産
性
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
５
割
向
上
の

可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
は
流
れ
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
と
な

り
ま
し
た
。
実
際
の
生
産
性
に
つ
い
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
？
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
か

ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
変
化
の
実
感
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
？
変
わ
っ
た
と
言
え
ば
「
働
き

方
改
革
」
に
よ
る
労
働
時
間
と
労
働
日
数
の
減

少
く
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
生
産
性
が

変
わ
ら
ず
労
働
時
間
が
減
少
す
る
と
ど
う
な
る

か
・
・
・
誰
し
も
想
像
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
26
歳
の
女
性
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
放
っ
た
言
葉

を
紹
介
し
ま
す
。「
言
わ
れ
た
こ
と
を
言
わ
れ
た

ま
ま
や
る
の
は
仕
事
で
は
な
く
作
業
。
言
わ
れ

た
こ
と
以
上
を
や
っ
た
り
言
わ
れ
る
前
に
や
っ

て
初
め
て
仕
事
。」
こ
の
言
葉
は
心
に
深
く
刺
さ

る
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。
仕
事
を
行
う
上
で
と

て
も
大
切
な
意
識
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
先
の
建
設
業
界
は
、
す
こ
ぶ
る
時

化
て
い
ま
す
。
大
波
が
次
々
と
や
っ
て
き
ま
す
。

乗
り
越
え
る
こ
と
が
困
難
な
波
や
、
波
を
か
ぶ

っ
て
も
耐
え
る
こ
と
が
必
要
な
状
況
も
生
ま
れ

る
事
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
に
は
明

る
い
未
来
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
の
間
で
会
社
の
理
念
が
形
と
な
り
浸
透

し
始
め
て
い
ま
す
。
建
設
業
の
実
態
を
見
据
え

な
が
ら
、
我
々
は
一
歩
足
を
踏
み
出
す
勇
気
を

持
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
己
の
意
識
を
改
革
し
、

前
進
す
る
推
進
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、朝
礼
で
「
皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？
」

と
唐
突
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
回

答
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
で
し
た
が
、
夢
は

何
か
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
会
社
の
こ
と
が
皆

の
口
か
ら
自
然
に
出
る
よ
う
、
西
村
組
に
夢
が

持
て
る
よ
う
、
令
和
４
年
の
私
の
目
標
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。



　我々が住む日本には、色とりどりに表情を変える“季節”という自然の贈
り物があります。
　それを五感のすべてを使って体いっぱいに感じること、さらには人間にと
って一番大切な“心”で感じられることはとても素晴らしいことであります。
　当社を支えてくださる皆様が、いつまでも健康で心豊かであることの願
いをこのタイトルにこめ、西村組の“姿”を“季節”とともにお伝え致します。
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年男・年女

入社して半年が経ちました

船員安全・労働環境取組特別賞を受賞しました

湧別中学職場体験

網走建設管理部 優秀現場代理人表彰

INFORMATION
　　親睦会だより
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代表取締役　西村　幸浩

NISHIMURA HOTLINE

あなたの夢は？
❷

　網走地区（登栄床漁港）
　　水産物供給基盤機能保全工事外
　　　　　　　　　　　現場代理人　鈴木　純平

　元稲府漁港　北防波堤改良その他工事
　　　　　　　　　　　　　　担当者　花田　樹

　興部地区（沙留漁港）水産流通基盤
　　整備工事（特定） 外（補正）（繰越）
　　　　　　　　　　　現場代理人　笹岡　広道

現場紹介
❽

❻

西村組年末年始活動報告
❹

西村組が開発した【魚礁ブロック移設工法】が
特許登録されました！
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経営企画部NEWS　採用と、チームと…
11

安全環境管理部NEWS
11

12

災害発生時の緊急対策本部の連絡訓練実施
❻

令和3年度 新入社員現場視察研修会
────────────────────────

──────────────

──

───────────────────

───────

────────────────────



建設業年末年始労働災害防止強調期間
令和3年12月１日～令和4年1月15日
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建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、

長
期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
11
月
末
現
在
の
速
報
値
を

見
る
と
、
全
国
の
建
設
業
に
お
け
る 

死
亡
者
数
は
２
４
３
人
で
前
年
同
期

比
21
人
増
、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

者
数
は
１
３
，５
０
２
人
で
前
年
同
期

比
１
，１
５
０
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
に
お
い
て
も
死
亡
者

は
18
人
で
前
年
同
期
比
７
人
増
、
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
８
０

２
人
で
前
年
同
期
比
79
人
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
死
傷
者
の
事
故
型
の
内

訳
で
は
墜
落
・
転
落
２
５
２
人
で
最

も
多
く
、
次
い
で
転
倒
93
人
、
は
さ

ま
れ
・
巻
込
ま
れ
92
人
と
な
っ
て
お

り
、
墜
落
・
転
落
、
転
倒
事
故
が
全

体
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
北
海
道
は
一
段
と
気
温
も

低
下
し
、
積
雪
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
冬
型
災
害
の
発
生
、
増
加
が
大
変

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
、
年
末
年
始
に
か
け

て
の
２
か
月
間
は
工
事
の
追
い
込
み

期
と
重
な
り
労
働
災
害
の
多
発
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
12
月
１

日
か
ら
１
月
15
日
ま
で
の
期
間
を
【
建

設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調

期
間
】
と
定
め
、
労
働
災
害
防
止
の

徹
底
を
図
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

　

今
年
度
も
「
無
事
故
の
歳
末　

明

る
い
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
展
開

し
、
経
営
ト
ッ
プ
、
店
社
及
び
建
設

現
場
の
管
理
者
等
の
関
係
者
は
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
安
全
衛
生
水
準
の

一
層
の
向
上
を
目
指
し
、
労
働
災
害

防
止
活
動
の
強
化
に
努
め
る
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

　

強
調
期
間
中
の
実
施
項
目
は
、①
経

営
ト
ッ
プ
等
に
よ
る
現
場
点
検　

②

墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止　

③
建
設

機
械
・
ク
レ
ー
ン
等
災
害
の
防
止　

④
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止　

⑤
交

通
労
働
災
害
の
防
止　

⑥
火
災
・
爆

発
等
災
害
の
防
止　

⑦
転
倒
災
害
の

防
止　

⑧
不
安
全
行
動
に
よ
る
災
害

の
防
止　

⑨
公
衆
災
害
の
防
止　

⑩

積
雪
・
雪
崩
災
害
の
防
止　

⑪
作
業

所
閉
所
中
の
保
安
対
策　

⑫
職
業
性

疾
病
の
防
止　

⑬
化
学
物
質
に
関
す

る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施　

⑭
現
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
推
進　

⑮
健
康
障
害
防
止
対
策

の
充
実
の
15
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
村
組
で
は
、
毎
年
「
建
設
業
年

末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間
」

の
一
環
と
し
て
「
経
営
首
脳
に
よ
る

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
昨
年
の
12
月
24
日（
金
）

に
、
川
合
取
締
役
、
加
茂
谷
執
行
役

員
に
女
性
社
員
の
清
水
主
任
、
佐
藤

係
員
の
２
名
も
加
わ
り
計
４
名
で
、

雄
武
幌
内
地
区
コ
ム
ケ
湖
養
殖
場
補

修
工
事
（
ゼ
ロ
国
債
）、興
部
地
区
（
沙

留
漁
港
）
水
産
流
通
基
盤
整
備
工
事

（
特
定
）、
元
稲
府
漁
港
北
防
波
堤
改

良
そ
の
他
工
事
の
３
現
場
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は「
墜
落
・

転
落
災
害
の
防
止
対
策
」「
建
設
機
械
・

ク
レ
ー
ン
等
災
害
の
防
止
対
策
」「
転

倒
災
害
の
防
止
対
策
」「
不
安
全
行
動

に
よ
る
災
害
の
防
止
対
策
」
に
重
点

を
お
い
た
現
場
点
検
と
普
段
の
安
全

指
導
状
況
に
つ
い
て
備
え
付
け
書
類

を
確
認
し
ま
し
た
。

西村組
年末年始
活動報告
安全環境管理部

安全パトロールの様子
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墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止
対
策
で

は
高
所
作
業
に
お
け
る
手
摺
の
設
置

や
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
・
墜
落
制
止
用
器

具
使
用
の
確
認
、
海
上
作
業
で
の
海

中
転
落
防
止
対
策
と
し
て
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
や
救
命
浮
環
等
の

設
置
状
況
な
ど
を
確
認
。
建
設
機
械
・

ク
レ
ー
ン
等
災
害
の
防
止
対
策
で
は
、

作
業
計
画
書
の
作
成
と
計
画
書
ど
お

り
の
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の

確
認
、
ワ
イ
ヤ
ー
等
吊
り
具
の
点
検
、

立
入
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

か
の
確
認
。
転
倒
災
害
防
止
全
行
動

に
よ
る
災
害
防
止
対
策
で
は
、
適
切

な
保
護
具
の
着
用
、
危
険
物
の
取
扱

状
況
、
現
場
・
事
務
所
内
の
整
理
整
頓
、

危
険
予
知
活
動
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
運

動
の
実
施
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
講
評
と
し
て
、
川

合
取
締
役
か
ら
は　

・
高
所
作
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
現
場
で
は
転
落
防

止
措
置
の
徹
底
や
昇
降
設
備
の
設
置

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と　

・
搬
入
さ

れ
た
発
電
機
等
の
吊
り
ワ
イ
ヤ
ー
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
目
視
点
検
を
行

う
こ
と　

・
救
命
浮
環
は
作
業
場
所

近
く
へ
移
動
し
て
お
く
こ
と
等
の
指

示
が
あ
り
ま
し
た
。
加
茂
谷
執
行
役

員
か
ら
は　

・
鋼
製
の
設
備
や
敷
鉄

板
上
は
降
雪
や
凍
結
等
に
よ
り
滑
り

や
す
く
な
る
の
で
、
転
倒
防
止
措
置

の
徹
底
を
図
る
こ
と　

・
車
両
内
に

お
い
て
も
整
理
整
頓
し
て
お
く
こ
と

等
の
指
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
社

員
か
ら
は　

・
通
路
上
の
流
木
や
大

き
な
石
の
撤
去　

・
ア
セ
チ
レ
ン
ボ

ン
ベ
の
固
縛
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
冬
期
間
は
厳
し
い
条
件

下
で
の
作
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
い

つ
も
以
上
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
残
り
２
か
月
間
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
寒
さ
が
一
段

と
厳
し
く
な
り
こ
の
時
期
特
有
の
冬

型
災
害
に
対
し
て
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
転
倒
災
害
防
止
で
は
、
敷

地
内
の
安
全
通
路
を
指
定
し
、
段
差

や
凸
凹
、
突
起
物
、
つ
な
ぎ
目
等
の

躓
く
原
因
の
改
善
及
び
除
雪
や
融
雪

剤
散
布
に
よ
り
す
べ
り
止
め
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。
高
所
に
お
け
る
除
雪

作
業
対
策
で
は
墜
落
制
止
用
器
具
の

使
用
と
雪
下
ろ
し
場
所
周
辺
へ
の
立

入
禁
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
交
通

労
働
災
害
防
止
対
策
で
は
冬
道
運
転

時
の
路
面
状
態
お
よ
び
天
候
変
化
の

確
認
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
注

意
や
十
分
な
車
間
距
離
確
保
な
ど
危

険
を
予
測
し
な
が
ら
の
運
転
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
防
止

対
策
で
は
屋
内
作
業
場
な
ど
自
然
換

気
が
不
十
分
な
場
所
に
お
い
て
は
内

燃
機
関
を
有
す
る
機
械
を
使
用
し
な

い
こ
と
。
屋
内
で
練
炭
、
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ー
タ
ー
等
を
使
用
す
る
場
合
は
関

係
者
以
外
の
立
入
を
禁
止
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
が
立
ち
入
る
場
合
は

有
資
格
者
の
指
示
の
下
で
十
分
換
気

を
行
い
酸
素
お
よ
び
一
酸
化
炭
素
濃

度
を
測
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
立
ち

入
ら
な
い
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
起
こ
さ
な
い
、

遭
わ
な
い
た
め
に
も
各
作
業
所
で
は

所
長
の
現
場
巡
回
指
導
を
重
点
的
に

行
い
、
天
候
の
情
報
に
注
意
を
払
い
、

少
し
で
も
危
険
の
芽
を
摘
み
取
り
災

害
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
の
運
動
を
契
機
に
引
き
続
き
無

事
故
無
災
害
で
作
業
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令
和
３
年
度

新
入
社
員

現
場
視
察
研
修
会

新
入
社
員

現
場
視
察
研
修
会

新
入
社
員

現
場
視
察
研
修
会

　

令
和
３
年
10
月
18
日
か
ら
10
月
20
日
ま

で
の
日
程
で
、
新
入
社
員
に
よ
る
現
場
視

察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

工
事
部
、
総
務
部
、
安
全
環
境
管
理
部
か

ら
合
計
７
名
が
参
加
し
て
、
３
日
間
で
11

箇
所
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
初
め
て
見
る
現
場
に
驚
き
つ
つ
も
、
現

場
担
当
者
に
積
極
的
に
質
問
し
、
少
し
で

も
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は
接
点
が
少

な
い
現
場
担
当
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
研
修
会
に
参
加
し
た
感
想
や
会

社
に
対
す
る
提
案
を
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン

大
会
が
行
わ
れ
、
新
入
社
員
か
ら
よ
り
働

き
や
す
い
会
社
に
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
提
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
現
場
担
当
者
の
皆
様
に
は
説

明
用
の
資
料
作
成
や
、
当
日
の
現
場
で
の

対
応
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
30
日（
火
）に
、災

害
発
生
を
想
定
し
た
緊
急
対
策
本
部

連
絡
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
午
前
10
時
頃
に
北
海
道
で
震

度
７
の
地
震
が
発
生
、津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
い
う
事
態
を
想
定
し
、

使
用
可
能
な
通
信
手
段
は「
電
話

（
携
帯
電
話
含
む
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」と
い
う
条
件
で
行
い
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
と
同
時
に
、本
社
３
階

大
会
議
室
に
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、西
村
社
長
が
本
部
長
、加
茂
谷

安
全
環
境
管
理
部
担
当
執
行
役
員

が
副
本
部
長
、そ
の
他
各
部
担
当
役

員・部
課
長
の
ほ
か
、札
幌
支
店
と
も

ビ
デ
オ
会
議
を
繋
ぎ
、全
16
名
が
集

合
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、第
一に
社
員・従
業
員
の
安

否
確
認
、第
二
に
各
現
場・船
舶・施
設

の
被
災
状
況
確
認
を
行
い
、工
事
部
は

各
現
場
、船
舶
機
材
部
は
各
作
業
船
、

総
務
部
は
本
社・紋
別
支
店・営
業
所

の
ほ
か
各
施
設
、札
幌
支
店
は
支
店

社
屋
の
ほ
か
札
幌
誠

和
寮
、営
業
部
は
関

係
各
所
と
の
連
絡
対

応
、そ
し
て
安
全
環
境

管
理
部
は
社
員・作
業

員
の
安
否
確
認
と
全

体
の
情
報
の
取
り
纏

め
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

安
否
確
認
に
つ
い
て

は
、災
害
発
生
と
同

時
に
１
９
８
名
の
社
員
・
従
業
員
へ
の

安
否
確
認
メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
、目
標

の
10
時
30
分
に
は
１
９
６
名
の
応
答

が
あ
り
、残
り
２
名
に
つ
い
て
も
目
標

時
間
か
ら
５
分
以
内
に
は
安
否
が
確

認
で
き
ま
し
た
。ま
た
、被
災
状
況
の

確
認
に
つ
い
て
も
各
部
の
連
絡
体
制
に

よ
り
進
め
ら
れ
、こ
ち
ら
も
11
時
前
に

は
完
了
し
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
は
主
要
な
活
断

層
が
な
い
こ
と
か
ら
、比
較
的
安
全
な

地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、地
震
の
影
響
に
よ
る
津
波

発
生
の
懸
念
が
あ
る
ほ
か
、津
波
災
害

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
予
想
さ
れ

る
太
平
洋
側
で
の
作
業
船
の
稼
働
も

多
く
、決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
に
向
け
て
は
災
害
発
生
時
の

備
蓄
品
、応
援
物
資
の
用
意
や
、い
ろ

い
ろ
な
災
害
状
況
を
想
定
し
た
訓
練

を
重
ね
、よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
緊
急
対
策
本
部
の
連
絡
訓
練
実
施
安
全
環
境
管
理
部

　

10
月
18
日
〜
20
日
の
３
日
間
、
現
場

視
察
研
修
に
参
加
し
、
様
々
な
現
場
を

見
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
行
く
前
は
、
日
常
の
業
務
で

は
自
分
の
担
当
現
場
以
外
を
見
る
機
会

が
な
く
、
他
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
想
像
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、

西
村
組
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な

工
法
・
測
量
や
管
理
業
務
な
ど
自
分
が

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
に
た
く
さ
ん

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
非
常
に
良

い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
の
業
務
に

活
か
し
て
、
技
術
者
と
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。

工
事
部
　
石
田
　
尚
輝

　

現
場
を
視
察
し
て
改
め
て
西
村
組
の

現
場
施
工
数
と
人
材
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
各
現
場
は
、
安
全
施
設
が
整
い
、

安
全
管
理
が
し
っ
か
り
さ
れ
、
ま
た
、

現
場
ご
と
に
取
り
組
み
と
し
て
い
る
工

夫
、
安
全
対
策
・
施
工
方
法
・
仮
設
計

画
な
ど
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。
現
場
で
働
い
て
い

る
人
達
は
、
ほ
ぼ
西
村
組
直
営
の
方
々

で
施
工
し
て
い
る
現
場
が
多
く
て
、

色
々
な
職
種
（
運
転
業
務
・
型
枠
作
業
・

土
工
作
業
・
潜
水
作
業
・
ポ
ン
プ
車
等
）

に
対
応
で
き
る
人
材
が
整
っ
て
い
る
こ

と
に
も
驚
き
、
改
め
て
西
村
組
の
技
術

力
及
び
総
合
力
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

工
事
部
　
堀
　
一
久
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自
社
施
工
の
多
数
の
現
場
を
視
察

し
、
改
め
て
会
社
規
模
の
大
き
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
や

は
り
、
自
身
が
従
事
し
て
い
る
現
場
の

事
を
把
握
す
る
事
で
精
一
杯
、
実
際
に

施
工
し
て
い
る
他
現
場
を
み
る
機
会
は

な
い
で
す
。
社
内
の
工
事
情
報
に
て
、

設
計
図
書
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
１
番
最
初
に
目
に
つ
く
の
が

工
期
、
請
負
金
額
で
す
、
次
に
発
注
図

を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
ぐ
ら
い
の
感
覚
で

み
る
程
度
で
す
。

　
『
現
場
視
察
研
修
会
』
は
と
て
も
勉

強
に
な
る
社
内
行
事
で
す
、
自
社
施
工

の
多
数
の
現
場
を
視
察
し
た
ら
「
次
、

現
場
を
や
る
時
は
、
あ
の
現
場
の
あ
れ

を
真
似
し
よ
う
」
と
思
え
る
現
場
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　

大
変
な
現
場
と
感
じ
た
の
は
外
海
の

現
場
で
す
、
自
身
は
昨
年
に
引
き
続
き

浜
佐
呂
間
漁
港
（
サ
ロ
マ
湖
内
）
を
施

工
し
て
ま
す
が
、
昨
年
と
大
き
く
違
う

気
象
条
件
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
強
風
日
数
が
多
い
こ
と
、
二
つ
目
は

サ
ロ
マ
湖
内
が
濁
る
日
が
多
い
こ
と
で

す
。
サ
ロ
マ
湖
内
で
施
工
し
て
い
て
も
、

気
象
条
件

が
大
き
く

二
つ
も
違

う
の
に
外

海
現
場
に

従
事
し
て

い
る
皆
さ

ん
は
、
も

っ
と
も
っ

と
大
変
だ

と
痛
感
し

ま
し
た
。 工

事
部
　
佐
々
木
　
正
倫

　

３
日
間
現
場
視
察
研
修
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
感
じ
た
の
は
、
一
緒
に
参
加

し
た
若
い
方
達
の
礼
儀
正
し
さ
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
で

す
。
挨
拶
が
で
き
、
年
上
・
目
上
の
方

と
も
堂
々
と
会
話
が
で
き
、
自
分
の
意

見
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
い
意

味
で
、
熱
か
っ
た
り
冷
め
て
い
た
り
で

と
て
も
う
ま
く
人
と
の
付
き
合
い
が
で

き
る
人
達
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
と
３
日
間
過
ご
し
、

で
き
る
な
ら
ば
精
神
は
今
の
ま
ま
で
、

肉
体
だ
け
30
代
前
半
に
戻
り
た
い…

と

切
に
思
い
ま
し
た
。

　

昨
年
１
年
を
振
り
返
る
と
、
と
て
も

濃
厚
な
１
年
で
し
た
。
自
分
の
中
で
は

「
挑
戦
」
の
１
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
年
齢
に
見
合
っ
た
挑
戦
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
間
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工
事
部
　
森
田
　
智
恵

　

と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
!!

　

初
め
て
見
る
現
場
や
、
船
な
ど
た
だ

た
だ
「
す
ご
い
な
ー
」「
大
き
い
な
ー
」

と
驚
き
「
何
の
た
め
の
工
事
な
の
か
と

か
、
ど
う
い
う
方
法
で
工
事
を
進
め
て

い
く
か
」
な
ど
普
段
な
か
な
か
知
る
こ

と
の
な
か
っ
た
事
を
教
え
て
も
ら
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
！
「
桟
橋
っ
て
何
？

何
に
使
う
の
？
」
と
い
う
疑
問
も
解
決

し
ま
し
た
！

　

た
だ
ち
ょ
っ
と
後
悔
し
て
い
る
の
が

も
っ
と
自
分
か
ら
質
問
し
て
み
た
り
、

も
っ
と
各
現
場
の
写
真
を
撮
っ
た
り
す

れ
ば
よ
か
っ
た
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

　

各
現
場
の
皆
さ
ん
・
旭
さ
ん
・
幸
志

郎
さ
ん
・
一
緒
に
研
修
会
に
参
加
し
た

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

総
務
部
　
高
野
　
め
ぐ
み

　

湖
や
海
の
現
場
を
初
め
て
生
で
見

て
、
私
は
工
事
の
規
模
の
大
き
さ
や
組

み
立
て
ら
れ
た
型
枠
の
美
し
さ
に
驚
く

単
純
な
反
応
を
し
て
い
る
中
、
佐
々
木

正
倫
さ
ん
は
「
良
い
設
計
だ
ね
！
」
と

も
っ
と
深
い
感
動
を
し
て
い
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
現
場
視
察
に
行
っ
た
後

は
、
伝
票
を
打
つ
際
の
理
解
が
早
ま
り

ま
し
た
。
今
ま
で
「
誰
誰
さ
ん
ど
こ
の

現
場
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

で
、「
こ
の
人
だ
か
ら
〜
コ
コ
！
」「
こ

の
人
が
コ
コ
ね
、
う
ん
、
い
た
い
た
！
」

と
い
う
風
に
想
像
し
易
く
な
り
ま
し

た
。
現
場
の
方
と
顔
を
合
わ
せ
る
貴
重

な
機
会
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
！

　

一
緒
に
研
修
を
受
け
て
く
れ
た
皆

様
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
、
幸
志
郎
さ
ん
、
旭
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

総
務
部
　
加
藤
　
智
乃
進

　

普
段
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
で
現
場
に
お

邪
魔
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今

回
の
研
修
は
「
今
ま
で
は
『
安
全
』
に

注
視
し
す
ぎ
て
気
づ
け
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
現
場
に
は
知
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
な
」
と
再
認
識
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
は
な
か
な
か
行
く
機
会

の
な
い
釧
路
に
も
行
け
て
、
船
内
を
見

学
し
た
り
、
あ
ま
り
お
話
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
菊
地
所
長
と
た
く
さ
ん
お
話

で
き
た
り
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
学
び
を
糧
に
し
て
、

さ
ら
に
安
全
な
現
場
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
現

場
の
皆
様
、
引
率
し
て
下
さ
っ
た
旭
さ

ん
・
幸
志
郎
さ
ん
、
こ
の
度
は
こ
の
よ

う
な
学
び
の
場
を
設
け
て
下
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
全
環
境
管
理
部
　
佐
藤
　
朱
夏

サロマ湖第2湖口橋歴板
関係技術者の氏名が刻印



網
走
地
区（
登
栄
床
漁
港
）　
　
　
　

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
工
事
外

現場紹介現場紹介

網走建設管理部
㈱西村組
190,542千円　令和3年12月現在
令和3年6月2日～令和4年3月22日
登栄床漁港
・-2.5m物揚場　L=89.2m　岸壁拡幅
土工一式、本体工［鋼矢板式］一式、上部工一式、
舗装工一式、排水構造物工一式、構造物撤去工一式、仮設工

湧別漁港
・-2.5m物揚場　L=31.2m
本体工［場所打式］一式、上部工一式、舗装工一式、
付属工一式、構造物撤去工一式

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

　

本
工
事
は
、
湧
別
町
に
お
け
る
漁
業
活
動

の
拠
点
と
も
い
え
る
、
登
栄
床
漁
港
・
湧
別
漁

港
の
維
持
修
繕
工
事
に
な
り
ま
す
。
海
明
け

後
の
３
月
下
旬
か
ら
毛
ガ
ニ
漁
が
始
ま
り
、

５
月
に
は
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ホ
タ
テ

の
稚
貝
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
。
放
流
さ
れ
た

稚
貝
は
自
然
の
中
で
大
き
く
成
長
し
、
そ
の

３
年
後
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
冬
期
間
は
、

牡
蠣
の
養
殖
な
ど
一
年
を
通
し
て
漁
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
漁
港
に
な
り
ま
す
。

　

登
栄
床
漁
港
の
-2.5
ｍ
物
揚
場
は
、
昨
年
度

工
事
と
は
別
の
老
朽
化
し
た
岸
壁
、
全
延
長

約
90
ｍ
を
取
壊
し
、
新
た
に
岸
壁
の
拡
幅
を

行
う
も
の
で
す
。
拡
幅
は
老
朽
化
し
た
岸
壁

の
鋼
矢
板
の
前
面
に
新
た
に
鋼
矢
板
の
打
設

を
行
う
鋼
矢
板
式
の
岸
壁
と
な
り
ま
す
。
拡

幅
工
事
行
っ
て
い
る
期
間
、
岸
壁
を
使
用
で

き
な
い
状
態
で
は
漁
業
活
動
へ
大
き
な
支
障

が
出
る
た
め
、
全
延
長
の
約
半
分
を
先
行
し

て
完
成
さ
せ
て
引
き
渡
し
、
そ
の
後
残
り
半

分
の
施
工
す
る
こ
と
で
漁
業
活
動
に
支
障
を

与
え
な
い
工
夫
を
し
つ
つ
工
事
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
半
分
の
開
放
が
完
了
し
漁
船
の

上
架
等
、
漁
業
者
の
使
用
を
確
認
で
き
一
安

心
し
て
お
り
ま
す
。
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

残
り
半
分
の
完
成
へ
向
け
て
施
工
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

湧
別
漁
港
の
-2.5
ｍ
物
揚
場
は
、
係
船
す
る

漁
船
の
形
状
や
型
式
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

岸
壁
の
構
造
を
合
わ
せ
な
い
と
係
船
が
困
難

な
状
態
で
、
改
善
す
べ
く
拡
幅
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
全
延
長
約
１
６
０
ｍ
の
岸
壁
の
う

ち
残
り
約
30
ｍ
を
今
年
度
工
事
で
施
工
し
て

全
延
長
完
了
と
な
り
ま
す
。
拡
幅
は
登
栄
床

漁
港
と
は
違
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
に

よ
る
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
行
う
重

力
式
の
岸
壁
と
な
り
ま
す
。
漁
業
活
動
の
最

盛
期
が
終
わ
っ
た
11
月
頃
か
ら
施
工
を
開
始

し
、
順
調
に
施
工
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

全
体
を
通
し
て
、
両
漁
港
と
も
工
事
と
隣

り
合
わ
せ
で
漁
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、

漁
業
組
合
・
地
元
漁
師
の
方
々
の
協
力
の
も

と
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
漁
船
の

移
動
等
の
難
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
漁
港
内

の
漁
師
さ
ん
同
士
で
調
整
し
て
い
た
だ
け
た

結
果
、
大
き
な
遅
延
も
無
く
進
め
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
。
発
注
者
、
漁
業
関
係
者

の
皆
様
、
関
係
業
者
の
皆
様
、
地
域
住
民
の

皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
の
も
と
に
工
事

を
行
え
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
無
く
工
事
完
了
を
目
指
し

日
々
の
現
場
管
理
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
残

り
の
期
間
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
場
代
理
人
　
鈴
木
　
純
平

8



現場紹介

元
稲
府
漁
港
　
北
防
波
堤
改
良
そ
の
他
工
事

9

網走開発建設部
㈱西村組
412,500千円
令和3年6月26日～令和4年1月21日
北防波堤（改良）
　構造物撤去工　消波工　基礎工　一式
船揚場（改良）
　構造物撤去工　床掘工　袖護岸本体工　袖護岸上部工
　付属工　裏込・裏埋工　舗装工（張ブロック・船揚場・止壁）
道路（改良）
　アスファルト舗装工
駐車場（改良）
　土工　アスファルト舗装工　付属施設工
-3.5m岸壁
　構造物撤去工　床掘工　本体工　上部工
　裏込・裏埋工　舗装工　付属工　

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

　

元
稲
府
漁
港
で
は
防
波
堤
改
良
工
事
、
駐

車
場
改
良
工
事
、
船
揚
場
改
良
工
事
、
岸
壁

改
良
工
事
と
い
う
多
数
の
工
種
が
進
行
す
る

現
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
防
波
堤
改
良
工
事
で
は
破
損
し
た
取

水
口
の
撤
去
、
既
設
ブ
ロ
ッ
ク
の
撤
去
、
中

割
石
投
入
に
よ
る
流
速
の
低
減
対
策
、
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
の
新
規
製
作
等
、
陸
上
と
海
上
に

分
か
れ
た
大
規
模
な
工
事
で
し
た
。

　

海
上
作
業
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
、
中
割
石

投
入
用
の
起
重
機
船
と
荒
均
し
用
の
バ
ッ
ク

ホ
ウ
船
を
メ
イ
ン
と
し
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
の
効
率
化
の
た
め
Ｕ
Ａ
Ｖ
で
の
中

割
石
検
収
、
３
次
元
超
音
波
ド
ッ
プ
ラ
ー
水

底
地
形
探
査
装
置
を
応
用
し
た
海
底
測
量
、

マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
用
い
て
の
均
し
高
確

認
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
、

Ｇ-
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
使
用
し
て
の
他
航
行
船
舶
の

監
視
等
の
多
数
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
の

施
工
を
行
う
こ
と
で
時
化
や
漁
港
内
の
混
雑

に
も
問
題
な
く
海
上
施
工
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
陸
上
作
業
で
は
１
８
０
個
も

の
六
脚
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
に
当
た
り
ヤ
ー

ド
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
仮
置
き
場
の
綿
密
な
検
討

を
行
い
、
実
作
業
に
お
い
て
は
型
枠
組
立
、

打
設
、
脱
型
、
転
置
の
サ
イ
ク
ル
を
途
切
れ

さ
せ
な
い
よ
う
普
段
の
打
ち
合
わ
せ
を
密
に

行
い
施
工
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

駐
車
場
改
良
工
事
に
お
い
て
は
施
工
上
、

広
範
囲
に
わ
た
り
複
雑
な
法
面
整
正
を
多
数

の
既
設
構
造
物
に
配
慮
し
な
が
ら
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
マ
シ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
バ
ッ
ク
ホ

ウ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
施
工
精
度
の
向

上
と
施
工
時
間
の
短
縮
を
実
現
し
、
施
工
を

終
え
ま
し
た
。

　

船
揚
場
改
良
・
-3.5
ｍ
岸
壁
改
良
で
は
施
工

箇
所
周
囲
に
汚
濁
防
止
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し

周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
既
設
部
分
の
取
壊
し
作
業
に
お
い

て
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
船
を
併
用
し
作
業
効
率
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
で
は
ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ
を
用
い
て

行
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
分
離
を
防
ぐ
と

と
も
に
水
中
汚
濁
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
多
数
の
工
種
が
同
時
に
進

ん
で
い
く
工
事
で
あ
り
非
常
に
多
忙
な
工
事

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
技
術
の
活
用
や

現
場
の
従
業
員
、
協
力
会
社
の
団
結
と
雄
武

漁
業
協
同
組
合
、
発
注
者
様
の
深
い
理
解
を

得
る
事
が
で
き
工
事
の
佳
境
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
に
は
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
工
事
は
す
べ
て
完
了
し
て
お
り
特

段
の
事
故
や
違
反
も
な
く
安
全
な
施
工
を
行

い
、
元
稲
府
漁
港
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

担
当
者
　
花
田
　
樹



興
部
地
区（
沙
留
漁
港
）水
産
流
通
基
盤

整
備
工
事（
特
定
） 

外（
補
正
）（
繰
越
） 

　

沙
留
漁
港
は
、
紋
別
市
と
興
部
町
の
中
間

に
あ
る
港
口
が
南
東
側
を
向
い
た
漁
港
で

す
。
紋
別
市
か
ら
北
に
真
っ
す
ぐ
に
進
む
オ

ホ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ン
の
海
岸
線
に
突
然
飛
び
出

た
ボ
コ
っ
と
し
た
の
が
沙
留
岬
。
沙
留
漁
港

は
、
そ
の
ひ
ょ
っ
こ
り
飛
び
出
た
東
側
の
根

元
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

沙
留
漁
港
か
ら
岬
ま
で
は
、
ゆ
る
い
カ
ー

ブ
を
描
き
な
が
ら
凸
凹
の
岩
礁
地
帯
が
あ
り
、

沖
側
に
黒
い
破
線
の
よ
う
に
点
在
し
て
い
る

構
造
物
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
１
月
終
わ
り

頃
か
ら
や
っ
て
く
る
流
氷
か
ら
コ
ン
ブ
や
ウ

ニ
を
守
る
た
め
に
、
流
氷
が
海
岸
線
に
上
陸

し
な
い
よ
う
に
せ
き
止
め
る
目
的
で
30
年
以

上
前
に
設
置
さ
れ
た
防
氷
堤
で
あ
り
ま
す
。

海
水
浴
場
の
駐
車
場
か
ら
現
場
を
見
渡
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
海
状
況
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
来
た
時
、
沖
合

に
あ
る
防
氷
堤
を
見
て
、
入
社
し
た
頃
の
こ

と
を
思
い
出
し
新
た
な
気
持
ち
で
工
事
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
沙
留
岬
に
は
、
沙

留
海
水
浴
場
が
あ
り
宿
泊
可
能
な
海
の
家
も

あ
り
、
海
水
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ

等
の
ア
ウ
ト
ド
ア
も
一
緒
に
楽
し
め
る
場
所

現場紹介
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網走建設管理部
西村・西江・小針 特定建設工事共同企業体
406,560千円
令和3年3月24日～令和4年3月10日
東護岸（新設） L=40.0ｍ
　海上地盤改良工 １式　基礎工 L=40.0ｍ
　本体工（場所打式） L=40.0m
　被覆・根固工 １式　上部工 L=40.0m
　消波工 L=49.1m　構造物撤去工 １式
-4.0m航路 浚渫 A=4,030㎡ V=4,291㎥

発 注 者／
受 注 者／
受注金額／
工　　期／
工事概要／

が
あ
り
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
東
護
岸
の
荷
揚
げ
用
地
を
拡

張
す
る
た
め
に
、
東
護
岸
か
ら
沖
側
に
40
ｍ

ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
護
岸
を
設
置
す
る
工

事
で
、
ま
ず
は
土
砂
を
掘
削
し
て
中
割
石
を

紋
別
港
か
ら
起
重
機
船
で
海
上
運
搬
を
行

い
、
割
石
を
海
上
投
入
し
天
端
を
平
ら
に
均

し
ま
す
。
そ
の
上
に
大
き
な
型
枠
を
起
重
機

船
で
設
置
し
ま
す
。
型
枠
内
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
運
搬
す
る
た
め
に
、
海
上
フ
ロ
ー
ト
配

管
を
セ
ッ
ト
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車

に
よ
り
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
型
枠
内
に
打

設
し
順
次
延
ば
し
て
行
き
囲
い
ま
す
。
そ
の

背
後
に
は
大
波
で
壊
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い
く
工
事
で
す
。

今
年
度
は
、
大
き
な
時
化
も
な
く
無
事
に
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
作
業
は
完
了
し
て

い
て
、
竣
工
検
査
に
向
け
て
書
類
整
理
を
し

て
い
ま
す
。
沖
側
へ
の
拡
張
工
事
は
、
来
年

で
よ
う
や
く
赤
灯
台
に
到
達
し
６
年
越
し
の

工
事
に
な
り
、
埋
立
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
当
漁
港
で
は
、
ホ
タ
テ
・
秋
鮭

漁
な
ど
の
水
揚
げ
作
業
が
終
了
し
、
流
氷
が

や
っ
て
来
る
季
節
に
突
入
す
る
の
で
漁
船
の

上
架
作
業
が
始
ま
り
全
船
上
架
作
業
を
終
了

し
漁
港
に
は
一
隻
も
い
な
く
な
り
ガ
ラ
ン
と

静
ま
り
か
え
り
、
春
の
海
明
け
ま
で
休
業
冬

眠
と
な
っ
て
ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
無
事
故
無
災
害
で
工
事
を

竣
功
す
る
こ
と
が
で
き
現
場
従
業
員
・
協
力

業
者
一
同
、
ホ
ッ
と
肩
の
荷
が
降
り
た
と
こ

ろ
で
す
。

現
場
代
理
人
　
笹
岡
　
広
道
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こ
ん
に
ち
は
。西
村
組
の
西
村
幸
志
郎
で
す
。今

回
も「
採
用
」と「
チ
ー
ム
」を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て

い
き
ま
す
。早
速
質
問
で
す
が
、少
し
前
か
ら
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド

「
○
○
的
安
全
性
」。こ
の
○
○
の
中
に
入
る
言
葉
、

わ
か
り
ま
す
か
？
答
え
は「
心
理
」で
す
。心
理
的

安
全
性
と
はGoogle

が
２
０
１
５
年
に
公
表
し
た
、

効
率
的
な
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た
め
の
要
素
の
う
ち
の

最
も
大
事
な
も
の
で
す
。心
理
的
安
全
性
を
も
う

少
し
て
い
ね
い
に
表
現
す
る
と「
チ
ー
ム
内
で
ミ
ス
を

し
て
も
、そ
れ
を
理
由
に
批
判
さ
れ
な
い
」だ
そ
う

で
す
。あ
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
は「
本
音
を
隠
さ
ず

に
伝
え
ら
れ
る
」で
す
。と
は
言
っ
て
も
、上
司
に
は

思
っ
て
る
こ
と
な
ん
て
言
い
づ
ら
い
し
経
営
者
に
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
な
ん
て
と
思
い
ま
す
よ
ね
。で
も「
そ
の

誰
に
も
言
わ
れ
て
い
な
い
妄
想
が
自
分
の
居
心
地
の
悪
さ
を

つ
く
っ
て
い
る
」と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。例
え
ば
、あ
な
た

は
中
華
料
理
屋
の
店
主
さ
ん
で
す
。お
客
さ
ん
に
チ
ャ
ー
ハン

を
頼
ま
れ
た
の
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
入
り
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
提

供
し
ま
し
た
。お
客
さ
ん
は
笑
顔
で
う
ま
い
と
言
い
な
が
ら

食
べ
て
い
ま
す
。お
見
送
り
後
に
お
店
の
名
前
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
エ

ゴ
サ
ー
チ
す
る
と
、さ
っ
き
の
お
客
さ
ん
が「
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
入
れ
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
、マ
ズ
い
、潰
れ
ろ
」

と
誹
謗
中
傷
の
投
稿
を
し
て
い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。店

内
に
写
真
が
あ
る
ん
だ
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
抜
い
て
っ
て
言

っ
て
よ
っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
。そ
う
な
ん
で
す
。た
っ
た
そ
れ
だ

け
な
ん
で
す
。「
言
え
ば
い
い
の
に
言
わ
な
い
」が
積
み
重
な
っ

て
目
に
見
え
な
い「
な
ん
か
言
い
づ
ら
い
」や「
言
って
も
ム
ダ
」

と
い
う
雰
囲
気
を
作
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。今
日
か
ら
勇
気

出
し
て
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
苦
手
だ
か

ら
抜
い
て
っ
て
。こ
の
よ
う
な
投
稿
をT

w
itter

で
は
毎
日
発

信
し
て
い
る
の
で
、少
し
で
も
お
も
し
ろ
い
と
か
、な
る
ほ
ど

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
え
る
と
な
ま
ら
よ

ろ
こ
び
ま
す
！

採用と、チームと… Vol.2

取締役　執行役員
経営企画部担当
兼採用責任者

西村  幸志郎

安全環境管理部
Vol.2

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
安
環
部
の
佐
藤
で
す
。今
年
も
安
全

環
境
管
理
部
Ｎｅｗｓ
！
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、冬
に
な
る
と
誰
し
も
恐
れ
る
の
が

「
滑
って
転
ぶ
こ
と
」で
す
ね
。転
倒
災
害
は
全
労
働
災
害
の

う
ち
20
％
を
も
占
め
る
身
近
な
災
害
で
す
。「
転
ぶ
く
ら
い

ど
う
って
こ
と
な
い
よ
」と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、骨
折
な
ど
の
大
ケ
ガ
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
、決
し
て

侮
れ
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
わ
け
で
、今
回
は
冬
場
の
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い

て
、改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
滑
り
に
く
い
靴
を
履
こ
う

　

お
使
い
の
安
全
靴・通
勤
靴
は
愛
用
し
す
ぎ
て
底
が
つ
る

つ
る
に
な
って
い
ま
せ
ん
か
？

ヒ
ー
ル
を
お
履
き
の
場
合

は
、支
え
る
部
分
が
少
な
く

底
も
減
り
や
す
い
の
で
、よ

り
一
層
注
意
が
必
要
で
す
。

思
い
切
って
グ
リ
ッ
プ
力
の
高

い
物
に
買
い
替
え
た
り
、滑

り
止
め
を
つ
け
た
り
す
る
と

安
心
で
す
ね
。

②
車
か
ら
降
り
る
時
は
特
に
気
を
つ
け
よ
う

　

通
勤
時
、会
社
や
現
場
に
着
い
て
車
両
か
ら
降
り
る
時
に

つ
る
っ
と…

…

と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。車
高
の
高
い
車

に
お
乗
り
の
方
は
特
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

③
現
場
内
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

　

現
場
で
は
、転
ん
だ
こ
と
の
あ
る
場
所・転
び
そ
う
に
な
っ

た
場
所
の
情
報
を
集
め
て
ヒ
ヤ
リ
マッ
プ
を
作
る
と
、滑
り
や

す
い
場
所
を
み
ん
な
で
共
有
で
き
、危
険
回
避
に
効
果
的
で

す
。

　

今
年
の
冬
も
工
夫
を
凝
ら
し
、ケ
ガ
な
く
元
気
に
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
！

安全環境管理部

佐藤  朱夏

　地元の湧別漁業協同組合様から相談を受けて始
まった研究がようやく認められて、西村組一同感動で
胸がいっぱいです。詳しい開発秘話やエピソードはホ
ームページをご覧ください。
　実際に事業化にもつながり、昨年度までは湧別沖、
今年度は頓別沖で施工しています。これからも国・地
域のひとと産業を守る建設会社という
存在意義を忘れることなく、さらなる
技術の発展に努めていきます。

西村組が開発した【魚礁ブロック移設工法】が
特許登録されました！
西村組が開発した【魚礁ブロック移設工法】が
特許登録されました！
西村組が開発した【魚礁ブロック移設工法】が
特許登録されました！

Ｑ
．今
回
の
率
直
な
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。 

 

率
直
に
、嬉
し
い
で
す
ね
。２
０
０
１
年
に

も
底
質
改
善
に
つ
い
て
の
研
究
に
携
わ
っ
て
お

り
、特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、特
許
証
に
自

分
の
名
前
が
載
っ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。額
に
入

れ
て
家
に
飾
ら
な
い
と
！
っ
て
思
っ
て
い
ま
す（
笑
）。 

Ｑ
．特
許
の
取
得
に
は
新
し
い
物
を
生
み
出
す
発
想
力
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
が
、ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
く
コ
ツ
は

あ
り
ま
す
か
？ 

 

「
ど
う
す
れ
ば
仕
事
が
楽
に
な
る
か
」を
考
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
を
改
善
す
る
方
法
を
探
し
、行
動

す
る
。 

今
回
の
特
許
取
得
に
際
し
て
も
、既
製
品
に
満
足
せ

ず
、メ
ー
カ
ー
と
協
議
し
て
新
し
い
道
具
を
作
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、よ
り
効
率
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

当
社
は「
な
ぜ
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
」と
疑
問
を
持
っ

た
り
、改
善
し
よ
う
と
工
夫
し
た
り
す
る
人
が
、ま
だ
ま
だ

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。不
満
が
あ
っ
て
も「
こ
う
い
う
も
の

だ
」と
受
け
入
れ
て
、商
品
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
は
し

な
い…

…

。だ
け
ど
そ
れ
じ
ゃ『
フ
ツ
ウ
』で
す
よ
ね
。 

当
社

で
は
令
和
３
年
度
の
経
営
目
標
と
し
て「
脱
、フ
ツ
ウ
。」を

掲
げ
て
い
ま
す
。工
夫・改
善
に
向
け
て
積
極
的
に
考
え
を

発
信
で
き
る
土
壌
を
作
り
、よ
り
質
の
高
い
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ
．今
回
事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
意
識
し
た
点
は
あ

り
ま
す
か
？ 
 

「
日
本
で
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
は
西
村
組
だ
け
だ
ろ

う
」と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。今
回

こ
う
し
て
特
許
を
取
得
で
き
た
の
は
、会
社
の
ス
タ
ッ
フ
が

実
現
に
向
け
て
動
い
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。特
許
は
ア
イ
デ

ア
だ
け
あ
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
く
、書
類
作
成
や
実
験
な

ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間 

が
い
な
け
れ
ば
取
れ
ま
せ
ん
。

今
回
も
他
部
署
の
仲
間
や
工
事
部
の
若
手
社
員
に
た
く
さ

ん
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
、こ
う
し
て
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
良
か
っ
た
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

我
々
の
行
う
事
業
は
、当
社
が
持
つ
技
術
を

必
要
と
し
て
い
る
人
の
声
を
聞
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
、

漁
師
さ
ん
や
地
域
住
民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
き
取
り
、

皆
さ
ん
の
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開発者代表
インタビュー

コメント：工事部課長 金井竜二　　執筆：安全環境管理部 佐藤朱夏
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①
２
０
２
１
年
ま
で
の
自
分
に
つ
い
て

②
今
年（
２
０
２
２
年
）に

　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

③
大
切
な
人
へ
一
言

成川　和美
①とにかく健康に何ら問題なく過ごしてきま
した。「年より若いね」と言われることもあ
りましたが、それは幻想でした。

②元々の腰痛に「しびれ・足の冷え・間欠性跛
行（コンビニ内1周で歩行に支障、小休憩で
回復の繰り返し）」症状が加わり諸検査の結
果、下肢閉塞性動脈硬化症により左足の動
脈が90％詰まり血流低下により組織が壊
死すると切断もあり得るとのこと。心臓血管
外科に転院して全身麻酔により血管内膜の
狭窄を除去する2時間30分の手術を受け無
事退院しました。動脈硬化が心臓近くなら心
筋梗塞、脳近くなら脳梗塞に至る場合もあり
要注意です。野菜中心の食生活や喫煙者の
禁煙努力が必要なようです。また、医療機関
の選択も大事です。経験豊かなスタッフや設
備の充足した病院の選択は必須と痛感しま
した。仲間の知識経験等は大事です。不安
があれば相談しましょう。というわけで、特段
の健康管理に努めて参りたいと思います。

③それは家族ですね。健康管理にお助けくだ
さい。

特別顧問
昭和25年3月30日生まれ

中田　和男
①何もない素晴らしい年だった。
②散歩。
③これからもよろしく。

工事部
昭和25年5月14日生まれ

①40年間西村組で潜水士として勤務できた事。
②車中泊で、道外を巡る!!
③妻へ～長年、朝早くからお弁当作ってくれて
ありがとう。これからも、ヨロシク。

大野　功

工事部
昭和37年2月28日生まれ

黒田　治夫
①健康には本当に注意しました（特に今年）。
②自分なりの計画は遅れ気味ですが確実に
近づいています（資金等）。

③娘に。お互いたくさん年を取りました。事故
等に合わず天寿を全うしましょう。

船舶機材部
昭和25年7月15日生まれ

阿部　正廣
①自分をほめてあげたい。良くがんばりました。
②魚釣りで大物？
③妻へ、愛情弁当有りがとう！

工事部
昭和25年12月12日生まれ

鈴木　敏彦
①10年前、西村組に転職してから、わからな
い事が多かったけど、自分なりによくやって
来たと思います。

②還暦になり、チャレンジしたいことはありま
せんが、あまり、でしゃばらず、若い人の意
見を聞いていきたいです。

③結婚してから32年間、ほとんど出張で家に
帰れず、一人で家庭を守ってくれた妻にあり
がとう。これからも宜しくお願いします。

船舶機材部
昭和37年3月3日生まれ①大きな怪我や病気もせずに4回目の年男を

迎えることができました。
②ダイエット、禁煙。
③いつもありがとう、これからもよろしくお願
いします。

越野　智大

工事部
昭和49年7月16日生まれ

こう

けつかん せい は

四ノ宮　美紀
①27才で結婚し30才で子供に恵まれ、趣味に
仕事にと家族の協力の下、とても幸せな人生
を送らせて頂いています。あっという間に48
才…早すぎます。気持ちだけは若いつもりで
すが、まぁ色 と々ガタついてきています（笑）

②今年チャレンジしたいことは写真です。一
眼レフのカメラを購入しましたが、残念なが
らＡＵＴＯでしか撮影したことがありませ
ん。キレイな夜景や風景を撮ってみたいで
す。あと、石磨きたい！（笑）

③いつも仕事や趣味に対しての理解・協力を
有り難う！お互いに体調管理に気を付けて
無理せず頑張っていきましょう！

　ねぇねぇ、そろそろタバコやめてみない？
　息子殿へ、貴方のお陰で母は頑張れています！

工事部工務課
昭和49年5月23日生まれ

①仕事・趣味と一生懸命やってきたと思いま
す。50代半ばになってから体調崩し皆さん
に御迷惑をかけるすることとなり改めてお
詫び申し上げます。

②本厄の年なので、じっくりと考えて行動して
いきます。

③妻へ：いつもありがとうございます。
　娘へ：目標に向かって努力してください。

毛利　祐宏

取締役
昭和37年9月14日生まれ

永井　清司
①大きなケガも無く仕事してこれました。
②散歩して健康に気を付ける。
③いつもありがとう。これからも宜しくお願い
します。

船舶機材部
昭和49年12月7日生まれ
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①今までの自分は仕事にしても私生活にして
自分に対して甘い人間でした。最近ではそ
の事を自覚し、自分自身にムチを打てる様
努力しています。ですがまだまだなのでしっ
かり自分を律し、仕事もプライベートも手を
抜かず頑張ります。

②仕事に関しては今年は余計な事を言ってい
きたいです。今までは言われた事を確実に
こなせる様頑張って来ましたが、これから
は自分でも状況を判断し、安全かつ効率の
良いと思う事を発言していきたいです。し
かし、まだまだ経験不足の自分が言う事は
余計な事になると思います。それでも少し
でも力になれる様な人間になりたいので、
迷惑な事もあるかもしれませんが、余計な
事を言っていきたいです。私生活でチャレ
ンジしたい事は肉体の更なる進化です。3
年程前からトレーニングをしていますが、理
想には程遠いのでトレーニングを積み重
ね、肉体美を目指して頑張ります。

③まず大切な人と聞き、思うのはこんな自分
と10年近く寄り添ってくれている妻です。
育児に家事、パートもしている妻を見て毎
日感謝しています。これからは自分自身の
事にも気を使い、いつまでも健康でいて下
さい。あと子供たち。自分には3人の娘がい
ます。子供たちのおかげでどれだけ笑顔に
なれたか、成長を見て感動出来たかわかり
ません。生まれて来てくれてありがとう。

米田　克幸
①何気なく過ごしてきましたが、もう48歳な
んだなぁっていうのが実感です。色々ありま
したが、振り返るといつも誰かに支えられ
て過ごしてきたことに感謝です。次の年男、
つまり12年後には還暦か～

②2019年にもう少しで制覇できそうなところで
断念した「道の駅スタンプラリー完全制覇！」
と言いたいところですが、コロナ次第ですね。

③いつもありがとう、感謝しています。まだま
だ子育ては続きますが、家族そろって健康
でありたいですね。

工事部
昭和49年2月14日生まれ

鈴木　浩規
①21年度はコロナ渦の中でも病気や怪我も
なかったのでよかったと思います。

②来年度も引き続き病気、怪我がないよう気
を付けて生活できればと思います。

③両親へ。これからも元気で病気などに気を
付けてください。

船舶機材部
昭和61年8月3日生まれ

福原　将太
①自粛と貯蓄の日々でした。
②出来ないことを出来るようにしたいです。
③健康第一でいてください。

工事部
昭和61年4月26日生まれ

佐藤　朱夏
①新生活に慣れるべく、とにかく必死に駆け
抜けた1年でした。

②コロナが落ち着いていたら、念願の沖縄旅
行に行きたいです！

③キクヨばあちゃんへ：8回目の年女だね！ま
たみんなでお寿司食べよう。

安全環境管理部
平成10年7月30日生まれ

早坂　僚
①平凡に生きてきました。
②目標探し。
③無理せず体を大事にお過ごし下さい。

工事部
昭和61年12月8日生まれ

青山　優樹

工事部
昭和61年1月29日生まれ

①学ぶことが多い一年でした。現場経験年数
が3年目になり、工事や工種に対しての理
解もできるようになってきました。測量や機
械・資材など必要なものを手配するなど、
一人で任されることが多くなりました。わか
らないことがあればまずは自分で考え、そ
れでもわからないことは上司に相談し自分
のスキルアップに力を入れることができた
と思います。

②2021年に引き続き、自分のスキルアップを目
指したい。言われてから仕事をするのではなく、
自分から気づき行動することを心がけて安全
第一で綺麗な構造物を作っていきたいです。

③いつも美味しいご飯を作ってくれてありがとう
ございます。これからもよろしくお願いします。

野田　銀我

工事部
平成10年6月10日生まれ

①これまでの自分を振り返ってみると「やりた
いことを好き勝手やらせてもらっていた」と
いう感じです。中学・高校は部活に没頭し、
大学は実家の福岡を出て京都へ。大学を卒
業して就職先が北海道というように好き勝
手生きています笑。自由に将来の選択がで
き、私の意見を尊重してくれる家庭環境だ
ったので、両親には本当に感謝しています。

②サケ釣りです。自家製のとばを作ってみた
いです。

③実家の両親へ。お元気していますか？福岡
も冬場は寒いですが、どうやら北海道はレ
ベルが違うみたいです。厳しい環境下です
が、体調を崩すことなく元気にやってます。
ぜひ北海道にも遊びに来てくださいね。

石田　尚輝

工事部
平成10年12月24日生まれ

笹村　彩斗
①入社してあっという間に3年が経過。事故
や怪我、病気もなく楽しく仕事に取り組ん
できました。

②まだまだ知らないこと、できないことがある
ので積極的に挑戦していこうと思います。

③結婚してくれてありがとう。これからもよろ
しく！

船舶機材部
平成10年6月29日生まれ

藤崎　翔
①よく頑張ったと思います。
②バイクの免許を取りたいです。
③これからもヨロシクおねがいします。

工事部
昭和61年8月11日生まれ

山井　政航
①西村組に入り、4年が過ぎ、色々なことがあり
ましたが、よくここまで続いたと思います。

②お腹が出てきたのでダイエットに挑戦したいです。
③いつもありがとう。これからもよろしく。

工事部
昭和61年3月1日生まれ



　

お
疲
れ
様
で
す
。

　

入
社
し
て
約
半
年
が
経
ち
、
少
し
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
か
??

　

覚
え
る
事
が
多
く
、
時
間
が
過
ぎ
る

の
が
早
く
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

今
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
周

り
の
先
輩
方
は
何
を
聞
か
れ
て
も
嫌
な

顔
を
せ
ず
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
は
ず

で
す
！
な
の
で
、
聞
き
づ
ら
い
か
ら
聞

か
な
い
。
で
は
な
く
、
積
極
的
に
質
問

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
誠
実
と
和
の
心
を
持
っ
て
質

問
や
悩
み
に
答
え
て
い
き
ま
す
!!
（
頑

張
り
ま
す
）
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
出
来

る
事
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
西
村
組
に
入
れ

て
良
か
っ
た
！
楽
し
い
！
と
思
う
時
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
冬

は
と
て
つ
も
な
く
寒
い
で
す
。
風
邪
を

引
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。

総務部

加藤　智乃進

総務部

石橋　幹奈

　

７
月
１
日
よ
り
総
務
部
総
務
課
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
加
藤
智

乃
進
（
ト
モ
ノ
シ
ン
）
で
す
。
初
め
ま

し
て
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
入
社
し
て
半
年
と
い
う
こ
と

で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
お
話
の
枠
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

入
社
前
か
ら
西
村
組
は
他
社
と
は
一

風
変
わ
っ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
エ
ン

ト
リ
ー
を
「
果
た
し
状
」
と
表
現
し
て

い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
幸
志
郎
さ
ん

の
ラ
ッ
プ
「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｂ
ｅ
ｔ
」
は
今
で

も
た
ま
に
聴
い
て
い
ま
す
！
入
社
後
も

日
々
の
業
務
の
中
で
変
え
よ
う
変
わ
ろ

う
と
い
う
皆
様
か
ら
「
脱
、
フ
ツ
ウ
」

を
感
じ
、
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ば
か
り

で
す
！
以
下
の
文
章
で
は
業
務
の
部
分

と
業
務
以
外
の
部
分
で
振
り
返
り
話

し
ま
す
。

　

業
務
の
部
分
で
は
、
日
々
周
り
の

方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
周
り
の

方
々
の
お
仕
事
に
感
動
し
、
尊
敬
し
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
で
す
。
本
当
に
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
部
署

の
方
々
に
限
ら
ず
、
会
社
の
一
員
と
し

て
居
る
の
が
当
然
、
と
は
思
わ
せ
た
く
な

い
よ
う
な
素
敵
な
方
々
ば
か
り
で
す
！

私
は
ま
だ
西
村
組
で
何
も
成
し
遂
げ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
つ
い
て
は
自
信

を
持
っ
て
発
信
で
き
ま
す
！

　

私
自
身
は
冗
談
に
も
仕
事
を
「
簡

単
」
な
ど
と
言
え
た
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
１
日
１
歩
精
進
す
る
気
前
で
業

務
を
蓄
え
て
い
き
ま
す
。
私
が
皆
さ
ん
と

一
番
関
わ
れ
る
の
は
現
金
業
務
だ
と
思
い

ま
す
。
旅
費
の
精
算
や
工
事
資
金
は
私

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

業
務
以
外
の
部
分
で
は
、
皆
さ
ん
と

の
何
気
な
い
会
話
が
好
き
で
す
。
私
の
入

社
時
の
自
己
紹
介
を
読
ん
で
、
音
楽
の

話
を
振
っ
て
い
た
だ
く
方
も
い
ま
し
た
。

そ
の
お
気
遣
い
が
新
人
の
私
に
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
し
、
「
自
分
も
相
手
が
喜

ぶ
会
話
が
し
た
い
！
」
と
学
び
に
な
っ
て

い
ま
す
！
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
に
も
後
輩
が
で
き
た
ら
同
じ
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　

以
上
、
私
か
ら
の
半
年
間
の
振
り
返

り
で
し
た
。
１
つ
１
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

具
体
的
に
話
し
て
し
ま
う
と
長
く
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
是
非
お
話
し
し
て
く
だ
さ

い
！
ま
た
、
ハ
ー
ト
ア
ッ
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
朝
礼
の
機
会
を
通
じ
て
素
敵

な
皆
さ
ん
を
紹
介
出
来
た
ら
な
と
思
い

つ
つ
、
自
分
も
善
い
と
こ
ろ
を
沢
山
盗
ま

ね
ば
と
い
う
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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船
員
安
全
・
労
働
環
境
取
組
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

船
員
安
全
・
労
働
環
境
取
組
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

船
員
安
全
・
労
働
環
境
取
組
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

船
員
安
全
・
労
働
環
境
取
組
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　

国
土
交
通
省
よ
り
令
和
元
年
８
月
２

日
に「
海
運
分
野
の
新
た
な
飲
酒
対
策
」

に
つ
い
て
の
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
用

い
た
検
査
体
制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、令
和
元
年
11
月
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

連
携
タ
イ
プ
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
導

入
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
簡
易
型
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ

ェッ
カ
ー
は
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、課
題

と
し
て
１
人
作
業
の
場
合
に
確
認
し
て

も
ら
う
第
三
者
が
い
な
い
こ
と
、管
理
者

が
日
々
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な

ど
か
ら
簡
単
に
リ
モ
ー
ト
で
確
認
で
き

る
方
法
が
な
い
か
検
討
を
行
い
、タ
ニ
タ

製
の
ア
ル
ブ
ロ 

Ｆ
Ｃ-

１
０
０
０
と
い
う

機
種
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
種
の

良
い
点
は
測
定

の
精
度
が
高
い

こ
と
、Ｉ
Ｄ
登

録
を
行
う
こ
と

で
１
台
の
機
種

で
複
数
人
の
測

定
を
行
う
こ
と

が
で
き
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
接
続
す
る
こ
と

で
瞬
時
に
測
定
結
果
、場
所
、顔
写
真
を
管

理
者
へ
送
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

導
入
に
当
た
り
問
題
点
や
苦
労
し
た
点

と
し
て
は
タ
ニ
タ
製
の
ア
ル
ブ
ロ 

Ｆ
Ｃ-

１
０

０
０
と
接
続
可
能
な
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と（iPhone

は
接
続
不

可
）。ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
接
続
設
定
が
導
入
当
初
う
ま
く
行
か

ず
メ
ー
カ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
る
等
、送
信
エ
ラ

ー
の
連
続
で
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

　

接
続
で
き
て
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、測
定
者
は
１
回
30
秒
程
度
で
測

定
、送
信
が
で
き
、時
間
的
な
負
担
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。管
理
者
は
パ
ソ
コ
ン
か

ら
ア
プ
リ
を
立
ち
上
げ
受
信
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
測
定
者
の
全
デ
ー
タ
を
取
得
で

き
、一
覧
と
し
て
閲
覧
可
能
な
の
で
判
定
結

果
も
瞬
時
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。ま
た
、測
定
結
果
は
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
と

し
て
出
力
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

導
入
し
て
か
ら
の
成
果
と
し
て
、こ
れ
ま

で
違
反
者
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、作
業
員
の
皆
さ

ん
の
飲
み
過
ぎ
の
防
止
意
識
も
高
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。今
後
も
違
反
者
ゼ
ロ
を
継

続
し
、飲
み
過
ぎ
防
止
と
健
康
の
維
持
継

続
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

取
組
の
名
称
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
連
携
タ
イ
プ
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
酒
気
帯
び
状
態
の
把
握
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
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趣
味
等
の
活
動
中
の
写
真
や
自
分

で
撮
影
し
た
景
色
等
の
写
真
、自
分
の

宝
物
や
ペ
ッ
ト
な
ど
、何
で
も
結
構
で

す
。な
お
か
つ
メ
イ
ン
は
写
真
な
の
で
、

文
章
は
説
明
文
程
度
で
結
構
で
す
。

　

皆
様
の〝
凄
い
〞〝
美
し
い
〞〝
可
愛
い
〞

〝
面
白
い
〞写
真
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
及
び
宛
先
は
総
務

部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
11

月
29
日
（
月
）、

オ
ホ
ー
ツ
合
同

庁
舎
に
お
い
て
、

網
走
建
設
管
理

部
優
秀
現
場
代

理
人
表
彰
の
表

彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　

優
秀
現
場
代
理
人
に
選
考
さ
れ
た

笹
岡
広
道
工
事
長
が
出
席
し
、
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
慢
心
せ
ず
、
安
全
第
一

で
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
精

進
し
、
今
後
も
一
意
専
心
努
力
す
る

次
第
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一
般
土
木
工
事
部
門

工
事
名
：
興
部
地
区
（
沙
留
漁
港
）

水
産
流
通
基
盤
整
備
工
事
（
特
定
）

（
補
正
）（
翌
債
）
外

受
注
者
：
西
村･

菊
地･

新
島
　
特
定

経
常
建
設
工
事
共
同
企
業
体

現
場
代
理
人
：
笹
岡
　
広
道

網
走
建
設
管
理
部 

優
秀
現
場
代
理
人
表
彰

親睦会だより

●結婚祝い
東　一哉（長男）

●出産祝い
渡辺　勇太
（次男　珠生）

●お見舞い
大渕　敏文

●退職
渡辺　勇太

　

こ
の
度
、現
場
見
学
会
で
あ
る『
湧

別
地
区
中
高
一貫
教
育 

第
１
学
年 

職

場
訪
問〈
地
域
巡
検
〉』が
あ
り
雄
武

幌
内
地
区
コ
ム
ケ
湖
養
殖
場
補
修
工

事（
ゼ
ロ
国
債
）で
、生
徒
４
名（
女
子

生
徒
３
名
、男
子
生
徒
１
名
）を
受
け

入
れ
担
当
し
ま
し
た
。当
現
場
は
大

学
生
や
高
校
生
に
は
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

と
し
て
来
場
し
て
頂
く
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、中
学
生
は
初
の
試
み
。学

校
側
か
ら
の
依
頼
内
容
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、現
場
見
学・体
験
な
ど
で
し
た
。事

前
に
頂
い
て
い
た
質
問
事
項
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
回
答
し
現
場
内
で
の
見
学
質

問
、他
体
験
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
番
の
メ
イ
ン
で
あ
る
体
験
で
は
、実

際
現
場
で
使
用
す
る
測
量
機
械
を
使

っ
た
ク
イ
ズ
と
、縄
跳
び
を
使
っ
た
知
恵

比
べ
で
建
設
業
と
い
う
職
種
を
体
現

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

測
量
機
械
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
は
紙
に

書
い
て
あ
る
角
度
に
機
械
を
振
っ
て
も

ら
い
、機
械
を
覗
い

た
先
に
暗
号
が
書
い

て
あ
る
と
い
う
も
の

で
す
。最
後
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
暗
号
か

ら
出
さ
れ
る
人
名

を
当
て
る
！
と
い
う

作
業
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
正
解
は

『
コ
ム
ロ
マ
コ
』さ
ん
、

事
前
に
学
校
か
ら

頂
い
て
い
た
自
己
紹

介
カ
ー
ド
に
、「
最
近
の
出
来
事
で
興

味
・
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
」に「
小

室
圭
さ
ん
と
眞
子
さ
ん
の
結
婚
に
つ
い

て
」と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、時
事
問
題

に
も
関
心
を
持
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
と

の
こ
と
か
ら『
コ
ム
ロマ
コ
』さ
ん
を
答
え

と
し
ま
し
た
。

　

縄
跳
び
を
使
っ
た
知
恵
比
べ
で
は
二

人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、時
間
内

に
縄
跳
び
４
本
を
高
く
積
み
上
げ
た

方
が
勝
ち
と
い
う
も
の
で
、お
互
い
の

戦
略
が
分
か
ら
な
い
よ
う
カ
ー
テ
ン
で

目
隠
し
を
し
ま
し
た
。縄
跳
び
は
持

ち
手
と
ロ
ー
プ
の
部
分
を
バ
ラ
バ
ラ
に

し
て
ヨ
シ
、縛
っ
て
ヨ
シ
、縄
跳
び

の
み
使
用
し
て
い
れ
ば
何
を
し

て
も
ヨ
シ
で
す
。チ
ー
ム
が
試
行

錯
誤
で
の
タ
ワ
ー
作
り
！
そ
れ

を
見
て
い
る
側
の
職
員
も
、手
を

貸
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
も
ど

か
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
り

ま
し
た
。時
間
内
ギ
リ
ギ
リ
ま

湧
別
中
学
職
場
体
験

で
タ
ワ
ー
づ
く
り
を
粘
り
諦
め
な
い
姿

勢
は
今
後
の
学
校
生
活
や
社
会
人
と

な
っ
た
時
、き
っ
と
役
に
立
つ
に
違
い
な

い
！
そ
う
感
じ
取
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

後
日
、生
徒
さ
ん
か
ら
お
礼
状
が
届

き
ま
し
た
が
そ
こ
に
は『
縄
跳
び
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
土
台
を
作
る
大
切
さ
を

知
り
ま
し
た
。土
台
は
建
築
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
大
事
な
存

在
で
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
』と
書

か
れ
て
お
り
、私
達
は
そ
の
大
事
な
存

在
の
も
の
を
こ
れ
か
ら
も『
人
々
が
安

全
で
安
心
の
で
き
る
』も
の
造
り
と
し

て
常
に
心
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。



【NISHIMURA FOUR SEASONS】 
4半期毎発行

編　　　集／毛利　祐宏
制作・印刷／㈱電通北海道

森林保護のため
再生紙を使用しています。

北海道紋別郡湧別町栄町133番地の１
TEL（01586）5-2111　　FAX（01586）5-2700
http://www.nishimura.co.jp/

札 幌 支 店／札幌市東区北26条東14丁目１番１号　TEL（011）752-8200

紋 別 支 店／紋別市港町１丁目　TEL（0158）24-3413

道東営業所／釧路市錦町５丁目３番地 三ツ輪ビル５Ｆ　TEL（0154）25-5669

函館営業所／函館市本町26-18 第２名美ビル　TEL（0138）53-5144

東北営業所／宮城県石巻市恵み野６丁目５番地15　スマイルビル２Ｆ　TEL（0225）98-9598

　今年も冬の全国交通安全運動が11月13日～22日
に実施されました。西村組では季節ごとに行われる交
通安全運動に併せて、交通安全街頭啓発を実施して
います。
　運動前日の統一行動日（セーフティーコール）の12日
に交通量の多い湧別小学校前で、通学時間に合わせ
て社員25人が参加しました。悲惨な事故による被害
者を一人でも減らすために、この運動の重点事項であ
る子供・高齢者を始めとする歩行者の確保、スリップ
事故防止と全席シートベルトの着用、飲酒運転の根
絶の重点三点について、この啓発活動を機に皆さんも
心に留めていただき、日々の運転をお願いいたします。

《冬の全国交通安全運動目標》
・子供・高齢者を始めとする歩行者の
安全確保
・スリップ事故防止と全席シートベルト
の着用
・飲酒運転の根絶

TOPICS


